
  

       

平成２７年１１月７日（土）、小川交流センターとその周辺でご縁ウォークラリーが開催され、７４名

の参加者がありました。被災から２年、小川交流センターが平成２７年７月２８日に竣工し、小川地区の

復興も着々と進んでいます。このウォークラリーは、小川交流センターを中心に被災当時からの復興の状

況を確認し、地域の方々と交流することを目的に開催されました。萩にゃん。と文にゃんも駆け付け参加

者をお出迎え。田万川保育園 小川分園の園児も太鼓演奏で出発式を盛り上げてくれました。 

 参加者は、小川交流センター周辺に設けられた９ヵ所のチェックポイントを回りながら、被災時の写真

で当時の様子と復興の状況を確認しました。 

午後は防災教室が開催され、防災について学びました。参加者は、水の恐ろしさを再確認し、防災への

意識を高める一日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊協賛いただいた事業所の皆さま＊ 

（順不同・敬称略） 

 萩青年会議所､㈲忠小兵衛蒲鉾本店､㈱村田蒲鉾店､ 

道の駅たまがわ、ジェムカ㈱、㈲吉岡砕石､ 

山口トヨペット㈱、㈱タケシタ 

 

＊開催にあたりご協力いただいた団体の皆さん 

須佐・田万川地域のボランティア有志の方 

田万川女性団体連絡協議会（昼食の調理） 

江崎ささえ隊（遊びのコーナー開設） 

フレンズむつみと有志の方（もちつき） 

ご協力いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

一昨年の豪雨災害から２年３ヶ月が経過しました。秋も一段と深まり、日だまりの恋しい季節となりまし

た。復旧・復興に向け進む、萩市東部の今を紹介します。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



 
 

１０月２４日（土）、むつみ中学校敷地の県道萩・津和野線沿いに、水仙の球根の植え付けが行われま

した。これは「むつみフラワーロード」の活動の一環として、むつみふるさとづくり協議会の主催により

行われました。むつみ中学校の生徒、地域のボランティアの方５０人が参加し、約４７００個の球根を植

え付けられました。 

みなさんの努力でむつみ地域が水仙の花で彩られる日が楽しみです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

１０月２９日（木）、萩市に防府市立小野小学校５年生の児童の皆さん２９名が体験学習に訪れました。

須佐地域ではイカの蓄養水槽を見学したあと、生きイカの活き造り体験をしました。生きたイカを自分で

調理するのはみんな初めてです。活きのいいイカを前にはじめは戸惑っていましたが、漁協婦人部の方に

指導を受けながら慣れない手つきで、一生懸命イカのお刺身を 

作りました。 

自分たちのつくった 

イカのお刺身を食べた 

後は、ホルンフェルス 

を見学しました。 

須佐地域ならではの 

体験学習でした。 

 
 

 

１０月３０日（金）、第２回「みのりの広場」が小川交 

                     流センターみのりで開催されました。今回は、そば打ち体 

験。田万川地域から２４名の参加がありました。ソバ打ち 

を指導してくださったのは、弥富の村おこし会の皆さんで

す。丁寧な指導とやさしい語り口に参加者の皆さんも楽し

くそばを打っていらっしゃいました。とってもおいしいそ

ばが出来上がり、手打ちそばの味を堪能しました。 

❤「みのりの広場」は、小川ささえ隊が元気な地域づくり
を目的に毎月ボランティアで開催されている交流イベン
トです。ぜひ、参加してみてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 



 

 

 １０月１７日（土）、さわやかな秋晴れのもと、 

平山台まつりが小川の平山台で平山台果樹生産組合 

の主催により開催されました。 

 開会式とともに、無料配布された旬の果物には長 

蛇の列ができ、小川小学校の児童による販売の手伝 

いなどで賑わいました。 

会場では、平山台で採れた果物の即売や秋の実り 

がいっぱいの「みのり汁」が振る舞われ、秋を満喫 

できる一日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成２５年７月の集中豪雨災害により、甚大な被害を受けた萩市東部地域（須佐・田万川地域）の地域

活力の再生に向け、少子化・定住対策として市外在住者を対象とした子育て世帯向けの定住促進住宅「う

みかぜ須佐住宅」（平成２８年３月完成予定）の入居者を募集しています。 

【募集内容】 

 ◆募集戸数 ４戸 

・構  造 木造２階建て（一戸建て） 

・床延面積 約８４㎡（3ＬＤＫ）、駐車場あり 

◆場  所 萩市大字須佐５２００番地４（青葉台）  

◆家賃・敷金  

・家賃 ４万円（基準額）※入居する子どもの人数によって 2～3万円の控除あり 

・敷金 入居時の家賃の３ヵ月分 

◆入居時期 平成２８年４月１日以降（平成 28年 3月完成予定） 

◆入居申込者の資格 

次のいずれにも該当すること 

・入居申込時、市外に居住している 

・入居時、入居者の中に、小学生以下の子がいる（母子健康手帳の交付を受けている者を含む。） 

・入居時、東部地域に居住できると認められる入居者及び親族の所有する住宅がない 

・東部地域に定住し、地域活性化に貢献する意思がある 

・地方税を完納している 

・入居者、同居者が暴力団員でない 

◆募集期間 平成２７年１０月１日（木）～平成２８年１月２９日（金）＊当日消印有効 

◆申し込み方法 生活再建支援事業部に備え付けの申請書（萩市ホームページからのダウンロード可）に 

必要事項を記入、必要書類を添付し、郵送または持参 

【申し込み・お問い合わせ先】 

〒７５９-３４１１ 萩市大字須佐４５７０番地５ 萩市須佐総合事務所内 

             萩市生活再建支援事業部 宛 

             ☎０８３８７－６－２２１３ 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 



  
  
市の管理する河川や道路及び農地・農業用施設など国・県の補助事業となる災害復旧工事については全

ての発注を終え、工事の完成に向け事業を進めているところです。着手状況などは下記のとおりです。 

■土木・農地等災害復旧工事（補助事業・小災害） 

区   分 
全 体 件 数 

Ａ 

着手件数 完了件数(完了割合) 

Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ａ 

公共土木施設災害復旧 
補助事業 270件 270件 100.0％ 242件 89.6％ 

小災害 214件 207件 96.7％ 207件 96.7％ 

農地・農業用施設災害復旧 
補助事業 474件 460件 97.0％ 409件 86.3％ 

小災害 330件 303件 91.8％ 283件 85.8％ 

林 業 施 設 災 害 復 旧 
補助事業 18件 18件 100.0％ 18件 100.0％ 

小災害 23件 23件 100.0％ 23件 100.0％ 

※補助災害の件数は、災害査定の箇所数                 （Ｈ27.10月末現在） 
※1件当たりの事業費 

・公共土木施設  補助事業：60万円以上  小災害：30～60万円未満 
・農地・農業用施設 補助事業：40万円以上  小災害：13～40万円未満 
・林 業 施 設 補助事業：40万円以上  小災害：13～40万円未満 

 

 
平成２５年７月２８日、これまで経験したことのない災害から２年３ヶ月が経過しました。被災直後の

記録写真などから復旧が進んだ現在の状況などを写真でご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、橋げたの設置が完了 
し、ガードレール等の取り付 
けが行われております。 
年内には完成の予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 


